
ギ
タ
ー
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の

花
形
に
な
っ
た
理
由

│
未
完
成
を
可
能
性
に
変
え
た
偉
人
た
ち

音
楽
評
論
家
　

萩
原
健
太

　
隙
だ
ら
け
だ
。
永
遠
の
開
発
途
上
楽
器
。
特
に
エ
レ
キ
・

ギ
タ
ー
は
隙
ま
み
れ
。
こ
の
〝
隙
〞
に
つ
け
込
む
よ
う
に
、

古
今
東
西
の
名
ギ
タ
リ
ス
ト
た
ち
が
画
期
的
な
奏
法
を
次
々

編
み
出
し
な
が
ら
ギ
タ
ー
を
花
形
楽
器
へ
と
育
て
上
げ
て

い
っ
た
。

　
最
初
の
偉
人
は
一
九
三
九
年
、
ベ
ニ
ー
・
グ
ッ
ド
マ
ン
・

セ
ク
ス
テ
ッ
ト
の
一
員
と
し
て
名
を
上
げ
た
チ
ャ
ー
リ
ー
・

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
か
。
も
と
も
と
三
〇
年
代
初
頭
、
十
代
だ
っ

た
こ
ろ
か
ら
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
地
元
テ
キ
サ
ス
で
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
ギ
タ
ー
を
抱
え
て
音
楽
仲
間
た
ち
と
ジ
ャ
ム
・

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
た
。
が
、
サ
ッ
ク
ス
や
ピ
ア
ノ

に
比
べ
て
生
音
が
小
さ
い
ア
コ
ギ
だ
け
に
、
ど
う
し
て
も
役

割
は
コ
ー
ド
・
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
伴
奏
が
中
心
。
そ
ん

な
ギ
タ
ー
の
弱
点
を
克
服
す
る
た
め
、
三
〇
年
代
半
ば
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
は
ギ
タ
ー
の
ボ
デ
ィ
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
マ
イ

　
広
く
一
般
に
認
知
さ
れ
て
い
る
楽
器
の
う
ち
、
と
び

き
り
手
軽
に
持
ち
運
べ
、
し
か
も
ソ
ロ
演
奏
も
コ
ー
ド

演
奏
も
可
能
な
ギ
タ
ー
。そ
の
特
色
だ
け
で
も
、ギ
タ
ー

は
ポ
ッ
プ
音
楽
の
主
役
た
り
得
て
い
る
わ
け
だ
が
、
加

え
て
ギ
タ
ー
に
は
さ
ら
に
魅
力
的
な
特
質
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
き
わ
め
て
〝
未
完
成
〞
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

　
ギ
タ
ー
ほ
ど
未
完
成
な
代
物
は
な
い
。
確
か
に
弦
が

張
ら
れ
た
ネ
ッ
ク
上
は
フ
レ
ッ
ト
で
仕
切
ら
れ
て
お
り
、

と
り
あ
え
ず
き
ち
ん
と
し
た
音
階
は
出
せ
る
も
の
の
、

弦
一
本
一
本
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
少
し
で
も
い
じ
れ
ば

す
べ
て
が
フ
ァ
ジ
ー
。
ピ
ア
ノ
の
よ
う
に
絶
対
音
律
に

し
ば
ら
れ
て
る
わ
け
で
も
な
い
。
弦
の
張
り
も
他
の
弦

楽
器
、
た
と
え
ば
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
マ
ン
ド
リ
ン
ほ
ど

強
く
な
い
か
ら
、
押
さ
え
る
手
に
少
し
力
を
入
れ
れ
ば

弦
を
絞
り
上
げ
音
程
を
曖
昧
に
変
え
る
こ
と
も
可
能
。

ク
を
装
着
。
大
音
量
の
確
保
に
成
功
し
た
。
こ
れ
で
管

楽
器
や
ピ
ア
ノ
に
遠
慮
す
る
こ
と
な
く
ソ
ロ
も
と
れ

る
。
こ
う
し
て
、
当
時
大
人
気
だ
っ
た
グ
ッ
ド
マ
ン
の

バ
ン
ド
に
加
入
し
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
、
ビ
バ
ッ
プ
・

ジ
ャ
ズ
の
黎
明
期
、
ギ
タ
ー
と
い
う
楽
器
が
担
う
役
割

を
大
き
く
飛
躍
さ
せ
て
い
っ
た
。

　
ギ
タ
ー
本
体
の
み
な
ら
ず
、
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
の
開
発

面
で
も
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
技
術
の
面
で
も
、
大
き
な

刺
激
を
与
え
た
レ
ス
・
ポ
ー
ル
も
三
〇
年
代
に
自
分
な

り
の
エ
レ
キ
・
ギ
タ
ー
を
開
発
。
四
〇
年
代
に
は
マ
ル

チ
・
ト
ラ
ッ
ク
・
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
方
法
論
を
編
み

出
し
た
。
そ
う
し
た
技
術
面
で
の
発
明
も
駆
使
し
な
が

ら
、五
〇
年
代
、当
時
の
妻
で
あ
る
メ
ア
リ
ー・
フ
ォ
ー

ド
と
の
デ
ュ
オ
で
三
十
曲
の
全
米
ヒ
ッ
ト
を
放
っ
た
凄

腕
ギ
タ
リ
ス
ト
だ
。
デ
ュ
オ
で
出
し
た
『
ハ
ウ
・
ハ

イ
・
ザ
・
ム
ー
ン
』
な
ど
で
聞
か
れ
る
、
ア
タ
ッ
ク
の

強
い
、
シ
ン
コ
ペ
ー
シ
ョ
ン
を
効
か
せ
た
フ
レ
ー
ジ
ン

グ
は
今
聞
い
て
も
な
お
刺
激
的
。
ブ
ル
ー
ジ
ー
な
ベ
ン

ド（
＊
1
）
を
伴
っ
た
ダ
ブ
ル
ス
ト
ッ
プ（
＊
2
）
も
強
力
。

ジ
ャ
ズ
も
カ
ン
ト
リ
ー
も
分
け
隔
て
な
く
取
り
込
ん
だ

レ
ス
・
ポ
ー
ル
の
イ
マ
ジ
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
な
プ
レ
イ
が
な

け
れ
ば
、
た
と
え
ば
後
の
ヤ
ー
ド
バ
ー
ズ
の
『
ジ
ェ
フ

ズ
・
ブ
ギ
ー
』（
リ
ー
ド
・
ギ
タ
ー
は
ジ
ェ
フ
・
ベ
ッ

ク
）
も
、ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
の
『
キ
ャ
ラ
ヴ
ァ
ン
』（
リ
ー

ド
は
ノ
ー
キ
ー
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
）
も
あ
り
得
な
か
っ
た
。

　
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
の
王
者
、
エ
ル
ヴ
ィ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー

の
初
期
を
支
え
た
ス
コ
ッ
テ
ィ
・
ム
ー
ア
の
存
在
も
見
逃
せ

な
い
。
タ
ル・
フ
ァ
ー
ロ
ウ
や
バ
ー
ニ
ー・
ケ
ッ
セ
ル
ら
ジ
ャ

ズ
・
ギ
タ
リ
ス
ト
に
影
響
さ
れ
た
単
音
フ
レ
ー
ジ
ン
グ
と
、

マ
ー
ル
・
ト
ラ
ヴ
ィ
ス
や
チ
ェ
ッ
ト
・
ア
ト
キ
ン
ス
に
触

発
さ
れ
た
カ
ン
ト
リ
ー
系
の
ギ
ャ
ロ
ッ
ピ
ン
グ
奏
法
（
＊
3
）

と
が
混
在
す
る
ム
ー
ア
の
ギ
タ
ー
・
ソ
ロ
に
影
響
さ
れ
た
後

輩
た
ち
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
リ
ス
ン
、
キ
ー
ス
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
、

ジ
ミ
ー
・
ペ
イ
ジ
、
ジ
ェ
フ
・
ベ
ッ
ク
ら
そ
れ
こ
そ
無
数
だ
。

白
人
だ
っ
た
ム
ー
ア
に
対
し
、
黒
人
で
あ
る
チ
ャ
ッ
ク
・
ベ

リ
ー
の
影
響
力
も
見
逃
せ
な
い
。
あ
の
有
名
な
イ
ン
ト
ロ
を

編
み
出
し
た
功
績
だ
け
で
、
チ
ャ
ッ
ク
・
ベ
リ
ー
は
ロ
ッ
ク

ン
ロ
ー
ル
史
上
も
っ
と
も
重
要
な
人
物
と
し
て
記
憶
さ
れ
る

べ
き
だ
。

　
六
〇
年
代
に
入
る
と
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
バ
ー
ト
ン
が
登
場
。

彼
が
リ
ッ
キ
ー
・
ネ
ル
ソ
ン
の
『
ハ
ロ
ー
・
メ
リ
ー
・
ル
ー
』

な
ど
で
披
露
し
た
ス
テ
ィ
ー
ル
・
ギ
タ
ー
を
思
わ
せ
る
乾
い

た
カ
ン
ト
リ
ー
・
ロ
ッ
ク
・
ソ
ロ
も
素
晴
ら
し
い
。
こ
れ
は

従
来
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
ゲ
ー
ジ
弦
よ
り
も
細
く
、
ベ
ン
ド
し

や
す
い
ラ
イ
ト
・
ゲ
ー
ジ
弦
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
可

能
に
な
っ
た
ソ
ロ
な
の
だ
が
、
こ
の
ラ
イ
ト
・
ゲ
ー
ジ
誕
生

に
も
バ
ー
ト
ン
は
一
役
買
っ
て
い
る
。
当
時
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

だ
っ
た
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
ゲ
ー
ジ
の
よ
う
な
硬
い
弦
で
ベ
ン
ド

チャーリー・クリスチャン
『ザ・ジニアス・オブ・ザ・エレクトリック・
ギター』
Sony Music Labels Inc.
1931～41年のベニー・グッドマンと
の活動を集めた貴重なアルバム。

スコッティ・ムーア
『ザ・ギター・ザット・チェンジド・
ザ・ワールド』
オールデイズ レコード
初期エルヴィス・サウンドを支え
た名ギタリスト、1964年ソロ
作の復刻盤。

ジェフ・ベック
『ザ・ベスト・オブ・ジェフ・ベック
～エピック・イヤーズ1971-2003』
Sony Music Labels Inc.
選りすぐりの名曲・名演を網羅し
た、集大成とも呼べる日本独自企
画のベスト盤。

＊1　弦を押し上げて（下げて）音程を変える奏法。
＊2　2つの音を同時に鳴らす奏法。
＊3　親指で低音弦を弾いてベースラインやリズムを刻みながら、人差し指・中指・薬指などで高音弦を弾いてコードやメロディを演奏する奏法。

なんてったってギター ─ヤマハギター60周年─
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伝統の匠の技

音色と演奏性を向上させ、品質も安定
ダブテイルジョイント
ボディとネックを合体させる伝統的な接合技術で、
ネックの台形の凸部分を、ボディの台形の凹部
分にぴったりとはめ込む。接合部の形が鳩の尻尾
（英語でD

ダブテイル
ovetail）に似ていることが名前の由来

だ。クギやネジなどは使用せず、職人がかんなや彫
刻刀を使って接合部の微調整を繰り返すため、そ
の精密かつ慎重な作業から“熟練の技”とされてい
る。ボディとネックが正しく接合できて
いないと音色や演奏性が悪くなり、
長期にわたる安定した品質にも悪
影響を及ぼす。

美しく上質な艶のある外観に仕上げる
バフ掛け
「バフ」とは「羽布」のことで、研磨剤を付けた回転するバ
フに塗装したギターを押し付け、磨き上げる。バフは硬さが
異なるものを数種類用意。塗装の種類によって塗膜の硬
さが異なるため、バフの回転数やバフを当てる力を最適に
調整する熟練の技量が求められる。磨き過ぎるとコーティ
ングが取れてしまうため、その絶妙な塩梅が難しい。ギター
づくりの最終工程において、ヤマハ伝統の
バフ掛けが施されたギターは美しく上質な艶
を放ち、奏者の満足度を高める。

よりふくよかな音色を生み出す
カスタム式胴作り
1966～67年にスペインの名工エドアルド・フェレールから
学んだクラシックギターの製作技術と、従来のアコース
ティックギターのボディ組み立て方式を融合させた、ヤマ
ハオリジナルのボディ組み立て方式。まず表板と側板を
接着し、ボディの鳴りを阻害する応力（部材内に発生して
いる力）をコントロールしたあとに裏板を接着する。一気
に組み立てるよりも手間のかかる作業とな
るが、この方式により弦の振動をロスなくボ
ディに伝達することができ、よりふくよかな
音色を生み出す効果がある。

表板
側板

裏板

かんなでネックの接合部を削って微調整。

ボディとネックの接合には、特に繊細な作業が求められる。

伝統と革新が融合 するヤマハギター
職人によって受け継がれてきた伝統の匠の技と、それにとどまらない科学的アプローチを駆使した革新的技術。このふたつが　　　　　　　融合することで、ヤマハギターに特別な価値がもたらされている。
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革新的技術
長年使い込まれたような鳴りを生む
A.R.E.（Acoustic Resonance Enhancement）
短期間で木材を熟成させ、長年使い込まれた楽器のような鳴り
を生み出す、ヤマハ独自の画期的な木材改質技術。温度・湿
度・気圧を高精度にコントロールする専用の装置で木材を処理
することで、新しい木材を深みのある音が出る木材へと変化さ
せることを可能にした。1990年代後半、ヤマハがバイオリンの
製造に着手したときの研究に端を発する技術で、
その後アコースティックギターやエレクトリックベー
スなどの木製楽器にも採用され、より豊かな鳴り
を求めるプレイヤーを満足させている。

理想的なギターを科学的に追求
アコースティック・デザイン
現代のテクノロジーに基づいたヤマハの設計プロ
セス。科学分析とシミュレーションを駆使し、ギター
にとって理想的なサウンド・振動特性・重量バラン
ス・弾き心地を追求。音響分析のプロセスでは、ヤ
マハのギターのみならず、名器とされる他ブランド
のギターの音響特性も分析し、理想的な音響特
性を可視化して再現することが可能。また「モー
ダル解析」というプロセスを用い
て、3Dシミュレーション上でギターの
振動を再現している。エレキギター

「REVSTAR」「Pacifica」やアコース
ティックギター「FG/FS9」に採用。

モダンでクリアなサウンドを響かせる
Reflectone
プロオーディオ業界を牽引する米国ルパート・ニーヴ・デザイ
ン社（RND）との協業により新開発されたピックアップ。ヤマ
ハの「アコースティック・デザイン」と、RNDのトランス設計の
経験を融合し、4年以上の歳月をかけて完成させた。エレキギ
ター「Pacifica」のハイエンドモデル「Pacifica Professional」と

「Paci�ca Standard Plus」に搭載されており、タイトなローエンド、
存在感のあるミッドレンジ、きらびやかなハイの音
色が特長で、音楽のジャンルを問わず、モダンでク
リアなサウンドを響かせることができる。

A.R.E.処理を施した木材で作られたアコースティックギター FG/FS Red Label「FG5」。

アコースティックギター「FG/FS9」における音響測定プロセス。

Reflectoneを搭載した「Pacifica Professional」。

伝統と革新が融合
職人によって受け継がれてきた伝統の匠の技と、それにとどまらない科学的アプローチを駆使した革新的技術。このふたつが　　　　　　　融合することで、ヤマハギターに特別な価値がもたらされている。
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ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
る
ギ
タ
ー
の
魅
力

ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
対
談

猪
居
亜
美

山
本
恭
司

今
年
デ
ビ
ュ
ー
五
十
周
年
を
迎
え
、

世
界
的
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
V
O
W
W
O
W
で
の
活
動
を
は
じ
め
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
世
界
に
も
足
を
踏
み
込
む
ス
ー
パ
ー
・
ギ
タ
リ
ス
ト
、

山
本
恭
司
と
、ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
で
表
現
す
る

ロ
ッ
ク
曲
の
ア
レ
ン
ジ
が
評
判
の
新
星
、猪
居
亜
美
。

ギ
タ
ー
を
テ
ー
マ
に
し
た
ふ
た
り
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
な
対
談
を
お
届
け
す
る
。
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い
て
い
る
動
画
を
観
た
け
れ
ど
、
ピ
ッ
キ

ン
グ
も
上
手
だ
よ
ね
！
も
ち
ろ
ん
指
弾

き
も
完
璧
だ
し
、
両
方
で
き
る
の
は
本
当

に
強
み
だ
と
思
う
よ
。
僕
も
通
常
は
ピ
ッ

ク
を
使
っ
て
、
細
か
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
欲

し
い
と
き
に
は
指
を
使
っ
て
い
て
、
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
で
ソ
ロ
を
と
る

と
き
は
親
指
で
弾
く
ん
だ
け
ど
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
奏
法
は
通
過
し
て
い
な
い
か

ら
、そ
の
点
も
う
ら
や
ま
し
く
思
い
ま
す
。

ロ
ッ
ク
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

表
現
方
法

猪
居

　山
本
さ
ん
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の

共
演
を
は
じ
め
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
例
え
ば
ロ
ッ

ク
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
で
ア
プ
ロ
ー
チ
を
変

え
た
り
と
か
し
て
い
る
ん
で
す
か
？

山
本

　ま
ず
音
作
り
で
い
う
と
、

V
O
W
W
O
W
で
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
も

基
本
的
に
は
ハ
イ
ゲ
イ
ン
（
強
く
ひ
ず
ま

せ
た
サ
ウ
ン
ド
）
で
い
く
。
お
客
さ
ん
に

は
最
初
に
「
僕
は
こ
の
音
で
や
り
ま
す

よ
」
と
メ
タ
リ
カ
の
リ
フ
を
弾
い
た
う
え

で
始
め
る
ん
で
す
（
笑
）。
そ
し
て
サ
ウ

ン
ド
は
そ
の
ま
ま
に
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
や

ピ
ッ
キ
ン
グ
の
強
弱
、
弾
く
位
置
と
か
で

表
情
を
出
し
て
い
く
感
じ
か
な
。

山
本
恭
司
（
以
下
、
山
本
）

　猪
居
さ

ん
と
い
え
ば
、
ま
ず
X
J
A
P
A
N

の
『
紅
』
を
弾
い
て
い
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

ギ
タ
リ
ス
ト
と
い
う
印
象
が
あ
る
よ
ね
。

L
O
U
D
N
E
S
S
の
『
C
R
A
Z
Y

D
O
C
T
O
R
』
も
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

ロ
ッ
ク
の
楽
曲
の
数
々
を
、
ギ
タ
ー
一
本

で
ア
レ
ン
ジ
し
て
、
ひ
と
つ
の
バ
ン
ド
の

よ
う
に
表
現
し
て
い
る
の
に
は
本
当
に
驚

い
た
し
、
ま
さ
に
超
絶
技
巧
と
い
う
か
、

自
分
に
は
な
い
も
の
を
持
っ
て
い
て
、
う

ら
や
ま
し
い
限
り
で
す
。

編
集
部
　
お
ふ
た
り
が
ギ
タ
ー
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
？

山
本
僕
は
一
九
七
〇
年
に
公
開
さ
れ
た

映
画
『
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
愛
と
平
和
と

音
楽
の
三
日
間
』
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
も

洋
楽
が
好
き
だ
っ
た
け
れ
ど
ポ
ッ
プ
ス
ば

か
り
聴
い
て
い
て
。
で
も
こ
の
映
画
で

ロ
ッ
ク
に
初
め
て
触
れ
て
、
ま
る
で
雷
に

打
た
れ
る
よ
う
な
衝
撃
を
受
け
た
ん
で

す
。
そ
れ
で
と
に
か
く
「
ギ
タ
ー
を
弾
き

た
い
！
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す

よ
ね
。
初
め
て
弾
い
た
曲
は
イ
ギ
リ
ス
の

バ
ン
ド
、
テ
ン
・
イ
ヤ
ー
ズ
・
ア
フ
タ
ー

の
『
ラ
ヴ
・
ラ
イ
ク
・
ア
・
マ
ン
』
で
す
。

猪
居

　私
の
場
合
は
父
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
リ
ス
ト
で
、
六
歳
上
の
兄
も
ギ
タ
ー
を

習
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
私
も
物

心
付
い
た
と
き
に
は
ギ
タ
ー
を
始
め
て
い

た
、と
い
う
感
じ
で
す
。家
で
は
ク
ラ
シ
ッ

ク
し
か
流
れ
て
い
な
か
っ
た
し
、
ロ
ッ
ク

な
ん
て
全
然
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

山
本

　い
つ
ロ
ッ
ク
と
出
会
っ
た
の
？

猪
居

　中
学
生
の
と
き
に
、
友
達
が
そ
れ

こ
そ
X
J
A
P
A
N
の
『
紅
』
を
聴
か

せ
て
く
れ
て
。
今
で
こ
そ
ク
ラ
シ
ッ
ク
と

つ
な
が
っ
て
い
る
感
覚
が
あ
り
ま
す
け

ど
、当
時
は
真
逆
の
音
楽
だ
な
あ
、と
思
っ

て
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
エ
レ
キ
ギ
タ
ー

も
買
っ
て
、
高
校
で
は
軽
音
楽
部
に
入
っ

て
バ
ン
ド
を
始
め
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
両

親
は
大
反
対
で
し
た
け
れ
ど
（
笑
）。

山
本
猪
居
さ
ん
が
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
を
弾

お
互
い
の
印
象
と

ギ
タ
ー
を
始
め
た
き
っ
か
け

編
集
部
　
最
初
に
、
お
互
い
の
印
象
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

猪
居
亜
美
（
以
下
、
猪
居
）

　私
は

ロ
ッ
ク
が
大
好
き
で
、
も
ち
ろ
ん

V
O
W
W
O
W
も
聴
い
て
い
た
の
で
、

山
本
さ
ん
は
本
当
に
レ
ジ
ェ
ン
ド
な
ん
で

す
。
ギ
タ
ー
プ
レ
イ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
出

し
方
、
一
音
一
音
か
ら
に
じ
み
出
る
歌
心

が
本
当
に
す
ば
ら
し
い
な
、
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
憧
れ
の
方
と
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
に
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま

す
。

対談で使用したのは生音にエフェクトをかけた演奏ができるヤマハのトランスア
コースティック・クラシックギター。

なんてったってギター ─ヤマハギター60周年─

29     音遊人   2026  Spring


	P14_15_特集_寄稿 - コピー.pdf
	22.pdf
	P26-27_特集_伝統と革新が融合するヤマハギター.pdf
	P28-29_特集_クロスオーバー対談.pdf



